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発
表
を
通
し
て、

学
術
と

し
て

日
蓮
を

研
究
す
る

意

味
を

問
い

直
し
て

み

た

い
。

　

そ
こ

で
、

ア
カ

デ
ミ

ッ

ク
な

水
準
に

お

け

る

預

言
者
研
究
と

し
て

は
、

マ

ッ

ク

ス
・

ヴ
ェ

ー
バ

ー

の

宗
教
社
会
学
に

お

け

る

理
念
型

的
「

預
言
者

類
型
」

を

検
討
す
る

価
値
が

あ

ろ

う
。

そ

の

分
類
で

は

日
蓮
は

古
代
ユ

ダ

ヤ
教
の

預

言
者
た

ち

と
と

も
に

、

「

使
命
預
言
者
」

類
型
に

入
る
。

そ
れ

は

独

自
の

社
会
構
造
下
で

生
ず
る

独
自
の

宗
教
性
で

あ
る

。

そ
れ
を

列
挙

す
れ
ば

　

 
白
己
の

所
属
す
る
匹

俗
権
力
の

内
部
構
造
矛

盾
の

存
在

　

 
世
俗

権
力
自
体
の

変
質
に

よ

る

伝

統
的
価
値
の

疎
外
の

拡
大

　

 
伝
統
的
価
値
の

立
場
か

ら

の

現
前
す
る

世
俗
権
力
へ

の

批
判
者
の

登

　
　

場

　

 
世
俗
権
力
の

滅
亡
に

関
わ
る

致
命
的
危
機
状
況
の

発
生

　

 
伝
統
的
価
値
へ

の

復
帰
を

叫
ぶ

預
言

者
の

登

場
と

伝

統
的
族
長
た
ち

　
　

の

支
援

　

 
世
俗
権
力
に

よ

る

預
言
者
迫
害
の

開
始

　

 
怒
り
の

人
格
的

神
性
の

創
造
と

「

苦
難
の

神
羲
論
」

の

形

成

　

 
神
意
に

よ
る

現
世
の

破
壊
予

告
と

新
世

界
再
生
の

預
言
の

形

成

と

い

っ

た

フ

ァ

ク

タ

ー
が

指
摘
で

き

る
。

「

使
命
的
預

言
者
」

宗
教
性
は

こ

の

フ

ァ

ク

タ
ー

を
⊥
ハ

有
す
る

こ

と

で

存
在
し
て

き

た
。

然
る

に
［

冂

蓮
に

こ

の

囚
子
が

色
濃
く

見
ら

れ

る

か

ら
こ

そ
、

内

村
ら

は

日

蓮
に

預

言
者
を

発
見
し
た

の

で

あ
っ

た
。

長
松

旦
扇

の

教
化
活
動
の
一

研
究

　
　

i
曼
荼
羅

本
尊
授
与
を
め

ぐ
っ

て

i武

　
田

　
悟

　
皿
　

は

じ
め

に

i
問
題
の

所
在

　
執
行

海
秀

著
『

日
蓮
宗
教

学
史
』

に

よ

れ
ば
、

江
戸
末
期
の

教
学
史
の

特
徴
は

在
家

講
の

勃

興
と

在
家

教

学
の

樹
立

で

あ

る
と

指
摘
さ

れ

て

い

る
。

す
な
わ
ち

真
の

信
仰
を

求
め

る

在
家
者
は

、

本
仏
釈
尊
の

悟
り
の

世

界
で

あ
る
法

華
経、

そ

れ
を
顕
揚
し

た

日
蓮
聖
人

の

教
え

に

直

結
し
て

教

化
活
動
を
行
い
、

ま

た

教
学
研
鑽
も

僧
侶
を

介

在
せ

ず
そ

の

主
体
と

な
っ

た、

と

い

う
の

で

あ
る
。

そ

の

よ

う

な

中
に

お

い

て

安
政
四

年
「

華
洛

本

門
佛
立

講
」

を

開
講
し

た

在
家
者、

長
松
日

扇
（
清
風）
八

「

八
「

七

−

九

〇
V

の

教
化
活

動
に

注
目
し

て

み

る

と、

信
仰
的
共
同
体
で

結
ば
れ
た

信
徒
が

信
行
の

礼

拝
対
象

、

信
仰
の

あ

か

し

と

し

て

の

曼
荼
羅
本

尊
を

、

ロ
扇
み

ず
か

ら
染
筆
し

信
徒
へ

授
与
し

て

い

る

行
為
が

見
逃
せ

な
い
。

現

存

す
る

目

扇
授

与
の

本
尊
は

『

佛
立

開
導
日

扇
聖

人
御
本
尊
集
』

が

あ

り、

八

八
一

点
収
録
し
て

い

る
。

で

は
、

在
家

者
で

あ
る

旦
扇

は
何
故
に

本
尊
を

染
筆
し

信

徒
に

授
与
で

き

た

の

で

あ
ろ

う
か

。

ま
た
、

こ

れ
ら

の

行
為
は
八

晶

門
流
の

本

山
末
寺
に

対
し

て

許
さ

れ

た
行
為
な

の

か
、

以
下

少
し
く

検
討
を

加
え
た
い

。

　
二

　
日
扇
の

教
化
活

動
に

対
す

る

本
山
か

ら
の

圧

力

　

旦
扇

の

本
尊
授
与
行

為
に

注
目
す
る

と、

京

都
本

能
寺
尼
崎
本
興
寺
の

両
本
山
は
口

扇
の

教
化
活
動
に

圧
力
を
与
え
て

い

る
。

す
な

わ

ち

安
政
六
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年
十
月
二

十
一

日
「

奉
差
上
置

候
御
請
書
事
」

に

は、

日
扇
に

対
し
て

本

尊
書
写
の

禁
止、

前

年
の

安
政
五

年
十
月
に

上

梓
し
た

自
著
『

菩
提
の

直

路
』

板
木
の

召
上、
一．｝
途

不
成
仏
に

よ

る

折
伏
の

禁
止

の

三

箇
条
を

要

求、

日

扇
は

受
諾
し

て

い

る
。

ま
た
、

慶
応
四

年
八

月
「

捨
邪

帰
正

之

事
」

に

は
、

日
扇
を

本
能
寺
日

憙
の

弟
子
と

し

て

再

出
家
を

認
め
る

条
件

と
し
て

、

本
尊
染
筆
の

禁
止
と

既
存
の

本
尊
の

召
上

、

三

途
不

成
説
の

禁

止、

安
政
三

年
八
月
の

自
著
『

三

途
成
不
決
断
抄
』

及
び

関
係
著
述
の

召

上、

師
僧
・

本
山
へ

の

服
従、

教
団

批
判
の

禁
止
の

五

箇
条
を

誓
わ
せ

て

い

る
。

つ

ま
り
在
家
者
で

あ
る

日
扇
に

本
尊
を

染
筆
し、

信
徒
に

授
与
す

る
行

為
を

、

本
山
は

許
さ
な
か

っ

た
。

し
か

も
過

去
に

染
筆
し

た

本
尊
を

本
山
へ

提
出
さ

せ
、

旦
扇
が

継
承
し
て

き
た

教
学
や

教
化
活

動
に

対
し

て

も
圧

力
を
か

け
て

い

る

こ

と

が

確
認
で

き
る

。

　
三

　

旦
扇

の

教
化
活
動
と

宗
教
的
自
覚

　

叙
上
の

よ

う
に

、

本
山
か

ら

の

圧
力
が

あ
っ

て

も

臼

扇
は

教

化
活
動
を

変
え
る

こ

と

は

な
か

っ

た
。

な

ぜ
な

ら

口

扇
が

継
承
し

た
教
学
あ
る

い

は

法
脈
の

正

統
を

自
負
す
る

強
い

宗
教
的
意

識
が
み

ら

れ

る
。

す
な
わ

ち
、

明
治
十
二

年
『

受
持
即
身
成
佛
義
』

に

お

い

て、

旦
扇

は

日
蓮
・

日
隆
の

教
え
を

継
承
し
て

い

る
使
者、

本
仏
釈
尊
の

常
住
す
る

寂
光
土
か

ら
娑

婆

世
界
に

顕
れ

て

来
た

と

位
置
づ

け

て

い

る
。

ま
た、

明
治
十
九
年
『

要

學

三

書
傳
・

四
』

に

お

い

て

日

扇
は、

本
仏
釈
尊
の

本
意
に

叶
う
た
め、

日

蓮
聖
人
の

御
意
を

継
承
す
る

た
め

に

「

華
洛
本
門
佛
立

講
」

を

開
講
し
て

お

り、

八

品
門
流
を

復
興
し

た
正

統
な
る

真
実
の

在
家

講
で

あ
る

と
い

う

強
い

宗
教

的
自
覚
が

み

ら

れ

る

の

で

あ
る

。

　

四

　
日

扇
の

曼
荼
羅
本
尊
授

与
に

つ

い

て

　
こ

の

よ

う
な
日
扇
の

強
い

宗
教
的
自

覚
の

も
と
、

あ
ら
た
め

て

曼
荼
羅

本
尊
授
与
に

つ

い

て

『

御
本
尊
集
』

を
た

ず
ね

て

み

る

と
、

安
政
六

年
十

月
の

「

請
書
」

提
出
の

五

年
後
に

あ
た

る

元

治
元

年
春
に

は

本
尊

染
筆
が

み

ら
れ

、

慶
応
四
年
の

「

誓
紙
」

提

出
ま

で

四

十
一

点

確
認
で

き
る

。

ま

た
「

誓
紙
」

提
出
の

二

ヶ

月
後
の

明

治
元
年

十
月
に

は

本
尊
授
与
が

み

ら

れ、

そ

の

後
明
治
二

十
三

年
ま
で

七
五
二

点
に

わ
た
る

本
尊
が

確
認
で

き

る
こ

と
か

ら
、

日
扇
は

本
山
か

ら

の

圧
力
に

屈
す
る
こ

と

な

く
活
動
し

た

と

み
ら
れ
る

。

　
五

　
お

わ

り
に

　
こ

の

よ
う
に

日
扇
の

曼

荼
羅
本
尊
授
与
の

視
点
か

ら

日

扇
の

教
化
活
動

を

照
射
す
る

と
き、

こ

れ
ら
の

日

扇
の

宗
教
的
立

場
を
表

明
す
る

強
い

自

覚
は

、

日
扇
の

教
化
活
勳
の

根
幹
に

あ
た

る

こ

と

を、

本
尊
染
筆
の

可
否

を

問
い

た
ず
ね
る

こ

と

に

よ

っ

て

よ

り

鮮
明
に

な
っ

た

の

で

あ
る

。

近
世
日
蓮
宗
寺
院
文
書
に

み

る

海
防
と

寺
院

　
　

ー
常
忍
寺
文

書
を

中
心
に

ー
木

　
村
　
中
　
一

　

日

本
に

お

い

て

海
防
論
が

取
り

沙
汰
さ
れ

る

よ

う
に

な
っ

た
の

は

十
八

世
紀

中
頃、

蝦
夷
に

来
た

ロ

シ

ア

人
が

松
前
藩
に

交
易
を
求
め

た

こ

と

か

ら

で

あ
る

と

さ

れ
る

。

当
時
幕
府
は

鎖
国
政
策
を
実

行
し

て

お

り、

こ

の

事
件
以
降、

諸

外
国
か

ら
の

積
極
的
な

進
出
を

防
ぐ
た

め
、

「

海
防
」

に

つ

い

て

激
し
く

論
議
す

る

よ

う
に

な
る

。

当
時
の

学
識
者
た

ち
、

特
に

儒

学
者
も

声
高
に

「

海

防
」

を

訴

え、

諸
国

寺
院
に

対
し

様
々

な

「

海
防
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